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1. 107 回疲労強度は，鍛造方向に平行方向の ST 材では，LP 処理材の方が n.p.
材(未処理材)より 40MPa,鍛造方向に垂直方向の LT 材では，LP 処理材の方が
n.p.材より 70MPa 向上した．これは LP 処理による加工硬化，き裂となる介
在物寸法の微細化，および圧縮残留応力の効果であると考えられる． 
2. A7050-T7452鍛造材にLP処理を施すと，低応力振幅，長寿命域では内部起点
型破壊を起こす場合のあることがわかった． 
3. 結晶粒界におけるMg2Si介在物がき裂起点になっていることが分かった． 
4. n.p.材の疲労寿命のばらつきが大きいのに対して，LP材では疲労寿命のばら
つきが小さくなっていることが分かった．n.p.材で疲労寿命のばらつきが大
きいのは，粒界に存在するMg2Si介在物の寸法にばらつきがあるからである
と考えられる．一方，LP材ではLP処理による表面組織の塑性変形に伴い,  
表面におけるMg2Si介在物寸法が微細化したからであると考えられる． 
5. n.p.材およびLP材ではLT材の方がST材より疲労強度が高い傾向があり，特に
LP材の107回疲労強度はLT材の方がST材より30MPa 高いことが分かった．こ
れは鍛造によって介在物及び結晶粒が鍛造方向に押しつぶされ偏平化された
結果，き裂の発生及び進展が，鍛造方向に垂直な方向で容易となるからであ
ると考えられる． 
 
 
 
